
栄養科学部 栄養科学科 （ 21N） 
Faculty of Nutritional Sciences Department of Nutritional Sciences

■教育目標
高度な栄養科学の知識・ 技術・ 技能を基に、 総合的栄養管理能力を 有し 、 栄養科学の分野で活躍でき る人間性豊かで広い視野をも っ た、 専門性の高い実践力のある 管理栄養士の養成を 目標と する 。
Ⅰ　 臨床の場で栄養評価およ び栄養管理面から チーム医療に参画でき る人材を養成する。
Ⅱ　 保健、 医療、 福祉、 介護の領域で、 栄養管理の面から 、 健康増進、 疾病予防の担い手と し て、 社会的支援の企画、 運営のでき る 人材を 養成する 。
Ⅲ　 健康増進のための食品、 調理の研究と 開発およ び栄養学的見識を そなえた食領域のスペシャ リ スト 、 加えて生活科学の知識、 指導力を も ち、 高い倫理感をそなえた人間性豊かな人材を 養成する。

選択科目〇〇〇〇
免許必修
（ 中高・ 栄養教諭共通）

免許必修
（ 栄養一種）

免許必修
（ 中高一種）

必修科目〇〇〇〇

１ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

２ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

３ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

４ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期
科目領域の教育目標

Ⅰ全学年を通
　 じ て学ぶ

１ ． 食生活と 健康の関係を理解する

２ ． ヒ ュ ーマニズムや倫理観を身につける

３ ． 表現力を高める

Ⅱ管理栄養士
　 を目指す気
　 持ちを育む
　 導入教育

１ ． 管理栄養士を 目指す気持ちを育む

Ⅲ専門科目を
　 学ぶ前に

１ ． 生命科学の基本的な知識を習得する

１ ． 社会および環境と 健康の関わり を
　 　 理解する

３ ． 食べ物と 健康の関連を理解する

４ ． 栄養素等のはたら きを理解する

５ ． 疾病の成り 立ちについて理解する

生涯スポーツ論・ 実習Ⅱ生涯スポーツ論・ 実習Ⅰ

情報処理演習Ⅰ 情報処理演習Ⅱ

総合基礎英語

日本国憲法

初年次教育演習
※2017年度以降入学生のみ

英語リスニング

実用栄養英語A 実用栄養英語B

英語コミュニケーションA 英語コミュニケーションB

健康科学英語

中国語A

韓国語A

中国語B

韓国語B

管理栄養士入門(編)

生物有機化学

基礎生物学

演習基礎化学

社会と健康・ 疫学環境と健康 実習・ 応用統計

健康管理概論 保健福祉概論

人体の構造と機能Ⅰ 人体の構造と機能Ⅱ

実習・ 人体の構造と機能

人体の生化学

実験・ 人体の生化学

実験・ 人体の構造と機能

食品の化学と機能 実験・ 食品の化学と機能

食品の加工と栄養

実習・ 食品の加工と栄養

食品の安全性 実験・ 食品の安全性

実習・ 食事設計と調理Ⅰ 実習・ 食事設計と調理Ⅱ 食事設計と栄養 実験・ 食事設計と栄養

基礎栄養学

基礎栄養学実験

疾病の成り立ち－基礎Ⅰ

疾病の成り立ち－臨床Ⅰ

疾病の成り立ち－臨床Ⅱ

疾病の成り立ち－基礎Ⅱ

疾病の成り立ち－臨床Ⅲ

実習・ 病原微生物と免疫

実習・ 疾病の成り立ちⅠ

管理栄養士入門

実習・ 疾病の成り立ちⅡ

食品機能・ 官能評価

英語・ 文化海外研修

２ ． 人体の構造と 機能を理解する
栄養科学科では、各科目が分野横断的に密接かつ複

雑に関連していることを念頭に置いた学修が必要となる。

ただし 、上図ならびに履修系統図に示すとおり、各科
目は基礎（ Ⅱ、Ⅲ）を踏まえた上で専門科目（ Ⅳ、Ⅴ）を
学修し、管理栄養士としての総合力を高める（ Ⅵ）ことが
できるよう配置されている。加えて、全学年を通じて学修
する科目（ Ⅰ およびその他の一般教養科目）や栄養科学
を基盤とした教員養成科目を配置し 、栄養科学分野にお
ける有為な人材を育成できるよう科目・ 分野間の関連付
けがなされている。

なお、履修系統図には、 Ⅰ ～Ⅵおよび教員養成科目に
おける各分野の学修達成目標を掲げており、特に同一
行に配置された科目については、関連性が強いことを示
している。

Ⅳ専門基礎
　 科目
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１ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

２ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

３ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

４ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

Ⅴ実践専門科目 １ ． 栄養管理について学ぶ

２ ． ラ イ フ ステージ等における身体特性と
　 　 栄養管理について学ぶ

３ ． 医療・ 介護・ 福祉における栄養管理に
　 　 ついて学ぶ

４ ． 健康・ 栄養教育の実践を 理解する

５ ． 健康増進と 疾病予防を目指す公衆栄養
　 　 活動を理解する

６ ． 給食と 経営管理を理解する

７ ． 臨地実習・ 校外実習へ向けて学習内容
　 　 を統合する

Ⅵ総合的な力量
　 を 高める

人間性豊かで
実践的指導力
のある教員の
育成

１ ． 栄養教諭の免許取得を目標に、 食のス
　 　 ペシャ リ スト と し ての高い専門性を 身
　 　 につける

１ ． 管理栄養士の職務について総合的に
　 　 理解する

２ ． 中・ 高家庭科教諭の免許取得を目標に、
　 　 生活科学の知識や指導力を身につける

食事摂取基準概論 栄養マネジメント 概論

応用栄養学Ⅰ

応用栄養管理実習

応用栄養学Ⅱ（ 含む運動栄養）

ライフステージ別・ 在宅栄養管理実習

臨床栄養学概論

臨床栄養管理実習Ⅰ

疾病別栄養管理Ⅰ

栄養教育各論Ⅰ

栄養教育論実習

公衆栄養学Ⅰ

公衆栄養学実習

公衆栄養学Ⅱ

栄養教育各論Ⅱ栄養教育概論

疾病別栄養管理Ⅱ

臨床栄養管理実習Ⅱ

給食経営管理給食栄養管理

給食経営管理実習

総合演習Ⅰ（ 臨地実習事前・ 事後指導）

臨地実習Ⅰ（ 給食管理） 臨地実習Ⅱ（ 公衆栄養・ 臨床栄養）

総合演習Ⅱ

管理栄養士特論Ⅲ

管理栄養士特論Ⅳ

管理栄養士特論Ⅰ

管理栄養士特論Ⅱ

卒業論文

教育原理教職入門

教育の制度と経営

道徳教育論

人権教育 特別活動（ 総合的な学習の時間の指導法を含む）

教育課程総論

教育相談教育心理学

生徒指導論

養護・ 介護実習特別支援教育

教育方法論

学校栄養教育論Ⅰ 学校栄養教育論Ⅱ 栄養教育実習 教職実践演習（ 栄養教諭）

栄養教育実習事前・ 事後指導

被服製作実習被服学
家庭経営学

保育学（ 実習及び家庭看護を含む）

家庭科教育法Ⅲ家庭科教育法Ⅱ家庭科教育法Ⅰ 家庭科教育法Ⅳ

住居学（ 製図を含む）

情報教育実習 家庭電気・ 機械

教育実習

教育実習事前・ 事後指導

教職実践演習（ 中・ 高）

演習運動生理・ 栄養管理

薬と栄養管理

栄養クリニック演習

疾病別栄養管理Ⅲ

生徒指導（ 進路指導を含む）

※教職科目

※栄養教諭

※中・ 高家庭科教諭

科目領域の教育目標
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科目領域の教育目標
（ 栄養学教育モデル・

コ ア・ カ リ キュ ラ ム）

管理栄養士
国家試験

ガイ ド ラ イ ン 科目

該当DP
（ 23Nのみ該当）

栄養科学部 栄養科学科 （ 22N・ 23N） 
Faculty of Nutritional Sciences Department of Nutritional Sciences

■教育目標
栄養科学科は、 対象者の健康維持･増進、 疾病発症と 重症化予防および生活の質の向上等に寄与でき る 管理栄養士の養成を 目標と し ています。 特に対象者に

応じ た適切な栄養状態･食生活の実現に向けた支援ができ る よう 、 科学的なも のの見方・ 考え方ができ 、 社会に貢献でき る 人材を 養成し ます。

選択科目〇〇〇〇
免許必修
（ 中高・ 栄養教諭共通）

免許必修
（ 栄養一種）

免許必修
（ 中高一種）

必修科目〇〇〇〇

１ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

２ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

３ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

４ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

A.管理栄養士と し て
求めら れる基本的な
資質・ 能力

DP1,2 ,3

DP1 ,2

B.社会と 栄養 社会・ 環境と 健康 DP1 ,2　 　 　 　 　 　 　

C.栄養管理の実践の
ための基礎科学

人体の構造と 機能
及び疾病の成り 立ち

DP1,2

基礎栄養学 DP1,2

応用栄養学 DP1,2

栄養教育論 DP1,2 ,3

食べ物と 健康 DP1,2

D.食べ物を ベース
にし た栄養管理の実践

食べ物と 健康 DP1,2
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科目領域の教育目標
（ 栄養学教育モデル・

コ ア・ カ リ キュ ラ ム）

管理栄養士
国家試験

ガイ ド ラ イ ン 科目

１ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

２ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

３ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

４ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

D.食べ物をベース
にし た栄養管理の実践

給食経営管理論 DP1,2 ,3

E .ラ イ フ ステージと
栄養管理の実践

応用栄養学 DP1,2 ,3

公衆栄養学 DP1,2 ,3

F.疾病と 栄養管理の
実践

人体の構造と 機能
及び疾病の成り 立ち

DP1,2

臨床栄養学 DP1,2 ,3

G.統合実習 総合演習 DP1,2 ,3 ,4

臨地実習 DP1,2 ,3 ,4

DP1 ,2 ,3 ,4H .栄養学研究

教職科目

栄養教諭

中・ 高家庭科教諭

該当DP
（ 23Nのみ該当）
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科目領域の教育目標
（ 栄養学教育モデル・

コ ア・ カ リ キュ ラ ム）

管理栄養士
国家試験

ガイ ド ラ イ ン 科目
該当DP

栄養科学部 栄養科学科 （ 24N） 
Faculty of Nutritional Sciences Department of Nutritional Sciences

■教育目標
栄養科学科は、 対象者の健康維持･増進、 疾病発症と 重症化予防および生活の質の向上等に寄与でき る 管理栄養士の養成を 目標と し ています。 特に対象者に

応じ た適切な栄養状態･食生活の実現に向けた支援ができ る よう 、 科学的なも のの見方・ 考え方ができ 、 社会に貢献でき る 人材を 養成し ます。

選択科目〇〇〇〇
免許必修
（ 中高・ 栄養教諭共通）

免許必修
（ 栄養一種）

免許必修
（ 中高一種）

必修科目〇〇〇〇

１ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

２ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

３ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

４ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

A.管理栄養士と し て
求めら れる基本的な
資質・ 能力

DP1,2 ,3

DP1 ,2

B.社会と 栄養 社会・ 環境と 健康 DP1 ,2　 　 　 　 　 　 　

C.栄養管理の実践の
ための基礎科学

人体の構造と 機能
及び疾病の成り 立ち

DP1,2

基礎栄養学 DP1,2

応用栄養学 DP1,2

栄養教育論 DP1,2 ,3

食べ物と 健康 DP1,2

D.食べ物を ベース
にし た栄養管理の実践

食べ物と 健康 DP1,2
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科目領域の教育目標
（ 栄養学教育モデル・

コ ア・ カ リ キュ ラ ム）

管理栄養士
国家試験

ガイ ド ラ イ ン 科目

１ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

２ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

３ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

４ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

D.食べ物をベース
にし た栄養管理の実践

給食経営管理論 DP1,2 ,3

E.ラ イ フ ステージと
栄養管理の実践

応用栄養学 DP1,2 ,3

公衆栄養学 DP1,2 ,3

F.疾病と 栄養管理の
実践

人体の構造と 機能
及び疾病の成り 立ち

DP1,2

臨床栄養学 DP1,2 ,3

G.統合実習 総合演習 DP1,2 ,3 ,4

臨地実習 DP1,2 ,3 ,4

DP1 ,2 ,3 ,4H .栄養学研究

教職科目

栄養教諭

中・ 高家庭科教諭

該当DP
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栄養科学部栄養科学科


